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義務教育後も相談が途切れず、本人の状況に応じた支援へつながる体制を

状況を把握

高校生不登校の実態把握が十分
でない

→
質問する

実態・相談窓口・高校との連携
を確認

→
市の答え

特化支援はなく総合相談体制を
検討

→
次を確認

実態把握と支援への接続実績を
確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

義務教育を終えた高校生年代の不登校は、
市独自の実態把握が十分でなく、相談や
支援につながりにくい状況があります。

質問

実態と相談窓口、こども総合局構想、高
校との連携、居場所や社会参加支援の方
向性を確認しました。

市の答え

特化した調査・独自支援はなく、こども
総合局PTで支援体制を検討。高校との協
定会議でも不登校対応の協議開始を検討
すると答えました。

最重要の到達点 義務教育終了後も相談を包括的に受け止め、必要な支援・居場所・社会参加へつなぐこと

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

当時の状況 高校生不登校に特化した市独自調査・支援はなく、実態把握も十分でない

当時の窓口 学校生活は教育センター、複雑な家庭背景はこども家庭相談室で対応

当時の検討 こども総合局PTで支援体制を検討し、高校との会議で協議開始も検討

今後の確認 高校生年代の実態、相談件数、支援・居場所・社会参加への接続実績を確認

議事にある具体事項 高校6校との包括連携協定に不登校支援を個別事項として記載する予定はない／協定担当者会議で不登校対応の協議開始
を検討

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和7年6月定例会／日田市「こども総合部を新設しました」「ひきこもりサポート事業 みんな
の居場所『ひたポルト』」（2026年9月確認）
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その後の進捗

2025年3月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

こども総合部を新設 令和8年4月1日、日田市は「こども総合部」を新設。検討段階から、分野を越えた相
談支援体制の運用段階へ進みました。

包括相談の体制へ こども総合相談課が、こどもに関する相談・支援を包括的に受け止め、福祉・保健・
教育等につなぐ体制となりました。

ひたポルトを開設 令和8年9月1日、年齢制限のない居場所「ひたポルト」を開設。本人・家族の相談、
居場所、家族交流、関係機関への橋渡しを行います。

特化支援は継続確認 ひたポルトは高校生不登校の専用施設ではありません。高校生年代に特化した実態把
握や支援実績は引き続き確認します。

出典：日田市議会 令和7年6月定例会／日田市「こども総合部を新設しました」「ひきこもりサポート事業 みんなの居場所『ひたポルト』」（2026年9月確認）


